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城

村

社

会

福

祉

協

議
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京
都
府
相
楽
郡
南
山
城
村
北
大
河
原
大
稲
葉
４ 

電
話:(

九
三)

一
二
〇
一
・
Ｆ
Ａ
Ｘ:(

九
三)

一
二
一
一 

 

松
尾
芭
蕉 

空き巣に注意！就寝時・在宅時も玄関・勝手口や窓はしっかり施錠しましょう。 
不審者を見かけたら 110 番（0774-72-0110）木津警察署まで通報を！ 

蔦
植
て 
竹
四
五
本
の 

あ
ら
し
哉 

ツ
タ
ウ
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ハ
マ 

 

ア

キ 

出
典 
野
ざ
ら
し
紀
行
・
芭
蕉 

九
月
十
八
日
、
本
郷
支
部
（
木
村
支
部
長
）
独
自
事
業
と
し
て
、

支
部
役
員
が
喜
寿
と
米
寿
、
白
寿
の
お
祝
い
訪
問
（
十
名
）
の
方
を

訪
問
し
、
敬
老
の
お
祝
い
を
お
届
け
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
者
の
方
か

ら
は
「
祝
っ
て
も
ら
え
る
の
嬉
し
い
わ
～
。
」
と
、
喜
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
活
動
の
一
環
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
月
ヶ
瀬
Ｎ
Ｔ
支
部
（
葛
巻
支
部
長
）
で
は
七
十
五
歳
以
上

（
百
五
七
名
）
の
方
を
訪
問
し
、
敬
老
の
お
祝
い
と
し
て
赤
飯
を
お

届
け
さ
れ
ま
し
た
。 

 

高
尾
支
部
（
安
場
支
部
長
）
で
は
、
老
人
会
と
合
同
で
敬
老
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

社
会
福
祉
協
議
会
で
も
、
み
な
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金
に
よ
り
、
満
八
十
八
歳
以
上
の
在
宅
の 

方
（
百
十
六
名
）
を
対
象
に
支
部
と
合
同
で
敬
老
の
日
の
お
祝
い
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
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廬
牧
停
の
庭
に
は
植
え
て
あ
る
蔦
が
紅
葉
し
て
、 

四
、
五
本
生
え
て
い
る
竹
に
秋
風
が
吹
き
渡
っ
て
い
る 

（
ば
か
り
の
簡
素
で
風
雅
な
た
た
ず
ま
い
で
あ
る
）
こ
と
だ 

ロ
ボ
ク
テ
イ 
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ア

キ 

十
一
月
十
六
日
（
土
）
一
時
か
ら
、
南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な

み
ホ
ー
ル
）
に
て
「
南
山
城
村
社
会
福
祉
大
会
・
南
山
城
村
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
式
典
後
は
、
映
画
「
こ
ん
に
ち
は
、
母

さ
ん
」
を
上
映
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

内
容
を
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
や
お
友
達
、
ご
近
所
の
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 
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↑本郷支部 

↓月ヶ瀬 NT 支部 

※
詳
細
は
、
別
添
の
チ
ラ
シ
を 

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

〈
村d

e

見
守
り
＆
支
え
あ
い 

つ

な
が
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
の
一
環

と
し
て
開
催
し
ま
す
。 



  
 

         
 

                

＜今月の脳トレ＞10 月のサンマは脂がのっていて美味しいと言われています。 

新鮮なサンマは下顎が何色になっているでしょうか？ 

１．黄色   ２．水色   ３．茶色 

・
む
ら
カ
フ
ェ
（
認
知
症
カ
フ
ェ
） 

十
月
二
十
五
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
分
～ 

野
殿
公
民
館 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
芸
部 

十
月
十
七
日
（
木
）
午
後
一
時
三
十
分
～ 

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

答え： １．黄色 鮮度の良いサンマは下顎が黄色になっています。しかし、水揚げから 3 日経つと徐々に茶色に

なっていきます。また、黒目の周りが透明で澄んでいるサンマは脂がのっていて美味しいと言

われています。 

令
和
六
年
七
月
二
十
四
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
り
、
東
北
地
方
に
お
い
て
洪
水
や
河

川
氾
濫
等
に
よ
る
人
的
及
び
家
屋
へ
の
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
南
山
城
村

で
は
、
南
山
城
村
共
同
募
金
委
員
会
を
通
じ
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
所
に 

募
金
箱
お
よ
び
受
付
窓
口
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

受
付
期
間 

：
令
和
六
年
八
月
二
日
（
金
）
～
十
二
月
二
十
七
日
（
金
） 

（
※
期
間
を
延
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
） 

※ 

引
き
続
き
、
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震 

災
害
義
援
金
も
受
付
し
て
お
り
ま
す
。 

・
人
権
・
行
政
・
困
り
ご
と
相
談 

十
月
二
十
一
日
（
月
）
午
前
九
時
三
十
分
～ 

南
山
城
村
役
場 

会
議
室 

心
配
ご
と
や
人
権
に
関
す
る
問
題
、
困
り
ご
と
な
ど 

 

・
健
康
相
談
・
福
祉
な
ん
で
も
相
談 

十
月
十
八
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
分
～ 

童
仙
房
公
民
館 

保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
や
健
康
相
談 

・
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
（
山
城
南
地
区
社
協
主
催
） 

十
月
十
六
日
（
水
）
午
後
一
時
三
十
分
～ 

精
華
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
し
の
き
苑 

【
申
込
み
】
南
山
城
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 

☎
〇
七
四
三-

九
三-

一
二
〇
一 

<

申
し
込
み
受
付> 

十
月
一
日
（
火
）
～ 

今年度新規事業として取り組むことになった「村 de 見守り＆支えあいつながりプロジェクト」

は、子どもから高齢者までだれもが地域福祉活動やボランティア活動に参加でき、地域の中での見

守りや支えあいを推進することが目的です。 

今回、当事業を拡充していくために本会キャラクター「村を見守るゾウ」による広報啓発を多目

的に広げていくために愛称募集を実施します。 

「村を見守るゾウ」の愛称は、

広報「ほほえみ」1 月新年号に

て発表します！ 

見守るゾウのデザインは、 

たまごトラベル代表・奥西しろさん 

（デザイナー&イラストレーター）に 

依頼し、さまざまな表情の 

「村を見守るゾウ」が誕生しました。 
 


